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１１月１６日（水）石巻市河北総合センター（ビ

ッグバン）において「被災稲作農家早期経営再開

に向けた研修会」を開催しました。東日本大震災

の津波により多くの水田にはがれきやヘドロ，海

水が流入し，２３年産米の生産を中止せざるをえ

ない圃場が多数発生しました。現在，本格的な農

地復旧工事が行われておりますが，農業振興部で

は２４年産米の生産に向けて基調講演や情報提

供，パネラーによる事例紹介や意見交換を行い，

塩害を受けた圃場の作付け再開を目指し理解を深

めました。今

後も水稲の安

定生産と農家

経営の早期再

建のために関

係機関等と連

携を図りなが

ら支援してい

きます。

女川町にある蒲鉾本舗高政万石工場が９月に本

格稼働しました。当初は，５月にオープン予定で

したが，震災の影響で９月にオープンがずれ込ん

でしまいました。

(株)高政は，震災直後に前の工場を社員の皆さ

んでなんとか復旧させ，食べ物が不足していた石

巻・東松島・女川の避難所に温かい蒲鉾を届けて

頑張ってくれました。万石の里にはかまぼこの直

売や女川産品のコ

ーナーがあり，ま

た笹かまぼこ焼き

体験も出来ます。

女川復興の拠点と

なるよう，頑張っ

ています！

体験型観光！蒲鉾本舗高政万石の里
オープン

被災稲作農家早期経営再開に向けた研修会
を開催

米粉麺

今回の震災により県内の栽培漁業種苗生産施設

が壊滅状態になり，ヒラメの種苗生産・放流がで

きない状況となり，青森県，(社)全国豊かな海づ

くり協会などの協力により青森県で生産されたヒ

ラメ稚魚が無償提供され先日放流が行われまし

た。

青森県を出発して約６時間，石巻に到着したの

は夕刻となりましたが，佐須漁港に放流された稚

魚（全長５～

６㎝，約１万

尾）は活力も

あり，すぐに

海底に移動し

て い き ま し

た。

石巻北高校で１２月９日（金）と１３日（火）

に，米粉製品の試作試験を行いました。この試作

試験は「石巻地域の復興に向けた米粉利用推進事

業」として行ったものです。石巻産のまなむすめ

・ひとめぼれ・ササニシキで製造した米粉を使用

して，米粉麺や米粉パンを作りました。粒度の特

性や米の品種による味の違いが確認でき，米粉製

品商品化に向けた参考データとなりました。

今回の試作試験結果をふまえた上で，石巻北高

校では米粉製品を販売していくそうです。

ヒラメ稚魚が放流されました

米粉製品の試作試験を実施しました

米粉パン



石巻市立町に１０日「石巻立町復興ふれあい商

店街」がオープンしました。商店街には津波や地

震で店を失った小売り１６店，理容１店，飲食４

店の合計２１店

舗が参加しまし

た。中心市街地

に久しぶりのに

ぎわいがもどり，

多くの人が買い

物を楽しんでい

ました。

石巻市鮎川浜に仮設商店街「おしかのれん街」

が１１月１８日にオープンしました。建物はプレ

ハブ構造で，鮮魚，青果物，雑貨，衣料などの物

販，寿司，中華料理などの飲食店，喫茶，土産品

販売，美容室など１６店のお店が入り，震災以前

は鮎川浜の近くで店を構えていました。

のれん街の施設は，牡鹿地区に支援活動を継

続してきた認定 NPO 法人 JEN が牡鹿稲井商工会

に寄付したもので，２年間無償で貸し出されます。

石巻市雄勝町にも仮設商店街「おがつ店こ屋街

（たなこやがい）」が，１９日旧雄勝総合支所駐

車場にオープンしました。不便を強いられてきた

住民は，８ヶ月ぶりの商店街とあって，集まった

人たちと交流を深めていました。店こ屋街は，プ

レハブ２階の２棟で構成し，地元の食料品店や海

産物店，寿司店，自動車整備店，雄勝硯生産販売

協同組合など１１店が入居しています。

立町に復興商店街

牡鹿に「のれん街」オープン

雄勝にも「おがつ店こ屋街」

１０月２７日，女川第２小学校の図書室におい

て「ホヤ人工採苗等に係る研修会」を開催しまし

た。研修は「ホヤの人工採苗，天然採苗」「ホヤ

の養殖再開に向けて」と題して説明がありました。

水産技術総合センターと県漁協が連携して開催し

たもので養殖業者

５１名の参加があ

りました。また，

関係機関と連携し

てホヤの人工採苗

指導を行っていく

予定です。

１２月１０日（土），宮城県石巻合同庁舎でみ

やぎ地域づくり団体協議会石巻支部交流会を開催

しました。震災後，初の顔合わせとなった今回の

交流会では，石巻専修大学の李先生をお招きし，

「マーケティングの視点から考えるまちづくり～

地域活性化に必要な発想とは～」と題した講演を

いただきました。その後，参加団体から震災後の

活動状況のほか，今後の展開などをそれぞれ情報

共有しました。震災後，活動を停止せざるを得な

い団体もあれば，震災後ボランティアと精力的に

復旧支援に取り組んだ団体など様々なお話があ

り，その後の懇談でもお互いの近況を確認するな

ど，まちづく

り・地域づく

りを考えるき

っかけの一つ

になりました。
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